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一
、
前
悶
利
怖
の
乗
馬
俊
神
世
選

取
川・
三
巡
山
よ
り
三
谷
陀
至
て
推
楠
幡
宮
、
野
も
山
も
皆
銑
也
。

持
軍

剛山る
t
A

色
み
え
候
。
坂
井
奥
右
衛
門
撲
を
い
ら
L
げ
て
云
。勝
負
は
大

将
に
在
て
人
数
の
多
少
に
あ
ら
守
、
少
も
と
は
き
事
な
し
と
い
さ
む

る
。
長
震
は
古
間
五
郎
兵
衛
勾
百
四
十
飴
を
機
升
口
へ
越
し
、
又
桜

木
助
左
衛
門
八
十
挺
の
鈴
焔
を
、
潟
の
海
へ
遣
し
般
に
放
せ
、
上
の

方
よ
り
利
長
の
後
陣
を
撃
ん
と
す
。
利
家
後
備
は
前
回
孫
四
郎
利

政
・
高
山
南
坊
鴻
酬
制
捜

言

問
備
は
早
々
的
帥
潟
村
へ
取
込
巾
候
。
古

田
・桜
木
勝

K
来
て
頻
に
射
立
候
。利
長
は
小
松
鵬
首
後
陣
へ
取
懸
る
と

み
て
、立
止
り
馬
よ
り
下
り
、
床
机
に
牒
を
懸
て
備
被
巾
候
。
共
時
長

重
は
南
部
無
右
衛
門
・寺
潮
岬
勘
右
衛
門
主
物
見
陀
遣
し
、
利
長
旗
下

て
成
問
助
九
郎
が
浅
井
駿
の
役
絞

資
州
小
松
波
升
駿
の
致
、
叫
同
智
陀
記
す
と
云
へ
ど
も
誤
多
し
。
我
成

周
助
九
郎
に
逢
て
、
直
談
を
開
花
関
て
と

L
K
犯
す
。
抑
此
合
践
は

或
は
九
月
九
日
と
云
ひ
、或
は
八
月
八
日
と
云
。
成
問
諮
る
は
八
月
八

日
也
。
加
賀
肥
前
守
は
小
松
披
主
丹
羽
五
郎
左
衛
門
長
重

抑
と
し

て
、
三
遊
山
陀
は
岡
嶋
備
中
を
世
〈
。
八
月
三
日
よ
り
大
正
持
を
政

ん
翁
に
、

小
松
の
南
三
谷
海
道
へ
人
数
推
出
す
。
丹
澗
m
長
箆
は
惣
棉

へ
出

t
、
町
民
の
上
に
資
り
見
之
。
肥
前
守
利
回
叫
の
大
一
点
、

東
は
乎

を
錦
見
被
申
候
。

向
山
南
幼
児
v
之
て
小
松
の
者
物
見
陀
不
馴
、
あ
れ

撃
取
候
へ
と
下
知
仕
候
。
鴎
武
者
七
八
騎
染
出
候
。
初
め
小
松
方
古

悶
・慢
木
打
出
候
時
、
若
し
利
長
の
人
数
今
舟
橋
の
方
へ
推
廻
候
は

ど
、
我
等
は
跡
を
取
き
ら
れ
ん
と
て
、

防
武
者
五
六
騎
織
地
二
十

越
前
少
将
忠
直
談
叛
の
風
説
有
之
時
、
加
賀
筑
前
守
利
常
卿
瞬
間
な

れ
ば
、
御
先
手
可
被
仰
付
と
の
沙
汰
也
。
利
品
川
御
召
陀
可
成
武
具
下

町
御
馬
悲
し
。
依
之
百
二
十
前
石
の
家
中
よ
り
、
二
千
倣
疋
の
潟
を

出
し
撰
た
れ
ど
も
悲
し
。
作
品
悶
越
後
が
馬
陀
鹿
毛
に
て
こ
寸
五
分
あ

り
顕
持
・腕
蹄
・来
掛
・か
ん
さ
き
知
…
=残
所
-
を
拠
出
す
。
さ
れ
ば
物
を

見
ざ
る
か
と
て
、
披
内
の
大
庭
陀
指
物
数
百
本
立
た
ら
ペ
、
共
内
を

乗
組
し
指
物
を
起
臥
す
る
に
、
耳
立
・
足
並
少
も
不
述
、
弓
鋭
地
に
も

不
怖
故
是
を
衆
馬
に
定
ら
る
。
名
を
優
婆
怒
と
付
た
り
。
今
一
匹
来

替
を
と
探
れ
し
に
絡
に
な
か
り
し
と
也。

良
馬
は
稀
な
る
も
の
也
。

挺
、
御
幸
様
の
方
へ
出
し
泣
け
り
。
物
見
の
南
部
・奇
滞
見
渡
し
て
、

利
長
人
数
を
今
井
楠
へ
廻
し
、
小
松
の
披
取
懸
候
と
数
民
逃
候
。
小

松
城
中
大
医
騒
動
す
。
長
重
は
い
ま
だ
問
屋
の
屋
根
に
被
居
候
が
、

南
部
・寺
珊
聞
が
託
逃
陀
付
て
使
骨
刊
を
治
し
、
潟
へ
山山
刊
慌
た
る
古
附
・棲

可

観
小
説

巷
刈
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